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～誰ひとり、取り残さないために、つながります～ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
～障害のある人の SOS・相談お待ちしています！～ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

被災した障害のある、みなさんの相談に、対応できるように、がんばります！ 

★食料品・生活用品の相談 

★病院への移動支援や付き添い 

★傾聴などの精神的支援 

★室内の片づけ 

★家屋修理や生活費の相談 

★福祉制度に関する相談 

★避難所などからの引っ越し支援  

https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing 
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 「やわやわと」は 

能登の言葉で 

「ゆっくり・急がず」 

 JDF の能登での活動は 80 週目となりました。これだけの期

間、活動をつなぐことができているのは、スタッフとしてご参

加いただいた皆さん、そして送り出していただいた団体、事業

所等の皆さんのおかげです。ありがとうございます。 

 3月末までは現在の活動を継続することが決まっており、4月

以降については 1 月末の JDF の代表者会議で判断されること

になっています。現在、2 月第 1 週までは体制が固まりました

が、2 月第 2 週と第 4週、そして 3 月については、スタッフを

募集しております。この貴重な活動をつなげるため、引き続き

JDFの皆さんのご協力をよろしくお願いします。～～～～～～

～～～～～～～ 

  

 
協力団体との連携によ

り、とりくんでいます 

今回で 5 回目の参加となり、やなぎだハウスで 3 月以来 2

回目の活動ができたことをうれしく思いました。豪雨災害後、

ブルーシートがかけられていた作業所も工事が終わり、明るく

きれいに整った空間で活動できたことに、復興の歩みと希望を

感じました。久しぶりの再会を喜びあえたことに加え、新しいス

タッフの方々との出会いにも恵まれました。温かな関わりの中

でつながりが広がっていること、支え合う気持ちの尊さを改め

て感じました。   （兵庫 兵庫県難聴者福祉協会 滝川由里） 

やなぎだハウスの皆
さんと、ピース！ 
いい顔してますね 80クールのメンバー、本田事務局長と 

mailto:jdfnotoshien@gmail.com
https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing


 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 支援を支える募金の協力をお願いします ＞ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

下記銀行口座または郵便振替口座に払込をお願いします。 
 
○ 銀行振込:ゆうちょ銀行 ○一九（ゼロイチキュウ）店 当座:0750236  

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 
 
○ 郵便振替口座:00120-2-750236 

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 

 

https://blog.canpan.info/jdfshiencenter/category_5/1 

 

ホームページ ULRと QRコード 

２回目の能登支援です。７月から５ヶ月ぶりの能登は一

変して寒いです。もう少しで被災してから２年が経ちます

が、多くの仮設住宅や曲がった電柱などを見るとまだ完

全に復興とは言えない状況だと感じました。それでも前

を向いている、向かざるをえない被災者の方たちは温か

く接してくれています。短い時間の中でどれだけのこと

ができるかは分かりませんが、こちらも負けずに笑顔で

支援ができたらと思います。そして少しでも支援が前進

して次のクールへバトンを繋いでいけたら幸いです。 

            （神奈川 夢２１上星川Ⅲ 大武裕人） 

大規模な災害が発生すると、”交通の便”が大きな問題とな

ります。おそらく都市部ではそうでもないのでしょうが、地方で

は過疎化の影響で普段から交通の便が悪く、そこに災害で追

い打ちをかけられたらどうなるか、想像に難くありません。そ

の問題が、まさに今現在、能登地方で発生しています。障害や

高齢などの理由で車の運転が困難な方は、通院はもちろん、普

段の買い物すらままなくなっています。国や県は、この問題を

どのように捉え、どのように対応するつもりなのでしょうか。 

                 （埼玉 やどかりの里 山中秀樹） 

今回の支援で初めて震災で被災した地域を目の

当たりにしました。住み慣れた家がなくなり、更地に

なってしまっているのを見ると被災された方々のお

気持ちは想像を絶します。その中でまだ復興もまま

ならない中、前向きに生きる能登の皆さまと接して

「自身も頑張らなければ！」と元気をいただきまし

た。今回の支援で「いい経験だった」で終わらず、地

元に帰った後も一個人として、なにができるかを考

えながら一日を大切に生きていきます。 

    （東京 ワークセンター こむたん 石戸俊平） 
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初めての能登支援へ参加をさせて頂きました。テレ

ビでは放送されなくなった被災地の現在の様子を自

分の目で見ること、そして現地の人々からのお話を伺

うことの大切さを思い知りました。自分も何かできる

ことがないか…!? と思っての参加でしたが、利用者

さん・職員の方々から温かく受け入れていただき、ロ

ックな似顔絵と素敵な気持ちの贈り物をたくさん頂い

てきました。震災の影響が未だ色濃く残り、人手が足

らず課題が多い中、懸命に生きる姿を多くの人に発信

していきたいと考えています。 

          （山形 わたしの会社 上遠野莉奈） 

一互一笑で似顔絵を描いてくださった利用者
さんとツーショット！！ 

あすなろふたばぱいんの会の利用者さん
が描いた塗り絵です。写真と見間違える
ほどのクオリティでした。 
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